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蝉の鳴き声に夏の訪れを感じられる頃となりましたが、保護者の皆様はいかがお過ごし

でしょうか。平素より、学園の教育活動にご理解とご協力賜り、感謝申し上げます。 

 今年度に入り、世間では様々な制限が徐々に緩和されつつありますが、学園では変わら

ず徹底した感染予防対策を行っています。その中で、これまで中止していた行事も再開し

てきました。 

 6月には、2年ぶりに合唱コンクールが実施されました。感染拡大予防の観点から、当日

は中高部別に実施され、お互いの発表はオンラインで鑑賞しました。中学生にとっては、

初めての合唱コンクールということもあり、生徒たちの感想には、高校生の先輩たちの歌

声に圧倒されたという声が多く見られました。この2年間、人数を制限するため、中高生

が同時に何かを行うという機会が減り、先輩たちの姿を間近に見る機会も失われていまし

た。今回の合唱コンクールで、心を1つに美しいハーモニーを奏でる先輩たちの姿を見て、

自分たちも仲間とこれから様々な行事を過ごす中で、先輩たちのようにさらに一致団結し

ていきたいという思いが大きくなったようです。来年は、講堂に全員が集まり、また保護

者の皆様にも直接生徒たちの歌声を届けることができればと願っています。 

 中高生の垣根だけでなく、今学期は小学校との交流の時間も多く持つことができました。

4月には、小中高合同で通学グループ別集会を実施しました。同じ通学路を利用する児童

と生徒が集まり、不審者情報の共有や電車やバスでのマナーについて確認しました。中間

考査最終日には、小学生と一緒に校内の清掃活動を行いました。みんなで協力して、小学

校の園庭、グラウンドの草抜きをしました。暑い中での活動になりましたが、きれいにな

ったグラウンドや花壇を見て、清々しい気持ちになることができました。昨年度に引き続

き、全校委員と児童会が協力し、「おはようハッピー運動」を実施することができました。

このような交流を通して、愛徳学園の生徒・児童が自分たちの周りの人たちを笑顔にでき

る存在になれるよう、ワンチームとなって、これからも学び合い、協力し合うことができ

れば良いなと感じました。 

いよいよ明日から夏休みが始まります。全国では再び感染者の数が増加してきており、

まだまだ油断を許さない状況が続いています。この夏も、いのちを守ることを最優先に、

健康と安全に配慮して過ごすよう、心がけてください。また、夏休み期間中、部活動や講

習で登校する生徒も多いと思います。これから夏本番にかけ、熱中症の危険性も高くなり

ます。日頃から、早寝早起き、朝ごはんをしっかり食べる、こまめに水分補給をするなど、

自身の健康管理をしっかり行い、元気に過ごすことができるよう意識しておきましょう。

その他、夏休み中の生活については、別紙にて諸注意を配付していますので、ご確認くだ

さい。 

8月の始業式では、皆さんの元気な笑顔を見られることを楽しみにしています。 

総務 

「活きる主体性～生徒1人1人がつくる学園生活～」というスローガンを掲げ、第111期

全校委員の活動が始まりました。 

総務では学級会を開き、クラスの課題点を出し合って、どのように乗り越えていくのか

を話し合いました。また、今年度の新しい取り組みとして「学級活動報告書」を取りいれ

ました。毎週、クラスで自分たちの取り組みがどうだったかを話し合い、クラス委員も自

分たちがどのように関わることができたかを報告することで、それぞれが意識を高め、次

週のよりよいクラス運営に繋ぐことができました。 

２学期は小中高合同の体育大会や学園祭などの行事があります。生徒1人1人が主体性や

やりがいを持って行事に参加したり、学校生活を過ごすことができるよう、全校委員一丸

となって努めて参ります。 

 

風紀 

４月には着帽チェック、１学期全体を通して、朝の挨拶、風紀チェックを行いました。 

風紀チェックは、昨年度に引き続き、意識すべき項目が分かりやすいように、各クラスご

とに達成率をパーセンテージで表しホワイトボードに書きました。各クラスの風紀委員さ

んに結果をフィードバックしてもらうことで、風紀チェックの結果を学校全体で共有でき

るようにしました。朝の立ち番では、元気な挨拶で、皆さんが気持ちの良い一日を送れる

ように取り組みました。2学期からも、挨拶や風紀チェックに引き続き力を入れるととも

に、全校委員スローガン「活きる主体性 ～生徒1人1人がつくる学園生活～」のとおり、

委員会活動をさらに見つめ直し、様々な課題に対してしっかり考え、皆さんが楽しい学園

生活を送れるよう務めてまいりたいと思います。 

 

美化 

今年度も新型コロナウイルス感染防止のための消毒は続けられています。みなさん、ご

協力ありがとうございます。今学期は、掃除道具のチェック、モップ交換、大掃除などの

例年通りの活動に加え、5月24日は小学校と合同で清掃ボランティア活動として、校内の

草抜きを行いました。参加したみなさんからは、「初めての小・中・高、合同での清掃ボ

ランティアだったが、小学生の方や先輩方と関わることができ、仲を深めることができ

た。」「これからも定期的に雑草抜きをして、グラウンドをきれいに保ちたい。」「自分

の学校をきれいにできて、うれしかった。」などの感想をもらいました。全校委員は、

「今年初めてのイベントとしてできたので、とてもうれしかったです。小・中・高、合同

でグラウンドの掃除をすることで日ごろのグラウンドへの感謝を持って、掃除することが

できたと思います。これからも全校生徒の意見も交えながら考えていきたいと思いま

す。」と考えています。2学期からも毎日の清掃や清掃ボランティアを通して、皆さんで

学校を美しくしていきたいと思います。 

 

体育文化 

今学期は、体育の授業をはじめ、部活動や体育・文化に関わる行事の充実を目指して活

動をしています。部活動では、部活動紹介や各部で制作した紹介動画などで各部の魅力を

発信しました。また高校総体、中学総体、コンクールに出場する運動部員・文化部員に向

けて壮行会を行いました。学園祭が11月に延期になりましたが、各部展示発表の準備を進

めています。2学期は、体育大会と学園祭が予定されています。第111期全校委員スローガ

ン「活きる主体性～一人ひとりが作る学園生活～」の実現に向けて引き続き取り組んでい

きたいと思います。 

 



奉仕 

愛徳学園では、学年に1人の里子を受け持ち、学校に通えるよう支援しています。毎月

「親の日」を設定し、学用品代や医療費、現地施設の拡充などのために、1人100円以上の

協力をお願いしています。また「お米の日」も毎月行い、1人1合をめどに協力をお願いし

ています。集まったお米は、カトリック垂水教会を通して、炊き出しなどに使われていま

す。1学期間の親の日募金は69292円、お米の日は69.8kg集まりました。ご協力ありがとう

ございました。また、6月にはオールメル（両手の自由を失った方々が口や足で描いたイ

ラストの文房具などを購入することで、支援していく活動）でも多くのご家庭で協力して

いただきました。本当にありがとうございました。2学期も引き続き「親の日」、「お米

の日」を毎月実施してまいりますので、引き続きご協力をどうぞよろしくお願い致します。 

 

【1学期に集まった親の日とお米の日】 

 4月 5月 6月 7月 1学期合計 

親の日 18946円 18895円 17483円 13968円 69292円 

お米の日 17.0kg 18.3kg 17.9kg 16.6kg 69.8kg 

 

【各学年の里子】 

 里子の名前 住んでいる国 

高3（59回生） ジョヤル インド 

高2（60回生） ワグビ・デニス・ジャゲンダ ウガンダ 

高1（61回生） カラランジャニ・ラジャ インド 

中3（62回生） ジェラレム エチオピア 

中2（63回生） リリアナ ボリビア 

中1（64回生） ビフツ・ダージェ エチオピア 

職員 ビンナラシ インド 

 

その他の諸連絡 

 ☆ 登校は8時、下校は16時半ですのでご確認ください｡ 

  

☆ 生徒は登下校時に、1Fエントランスで登校簿に記入します。また、 保護者の方

も､面談等で来校された際には、1Fエントランスで来校･退出時刻をご記入くださ

いますようお願い致します｡ 

 

  ☆ 登校禁止期間8/6(土)～8/17(水)です。緊急時の連絡のみ 以下のメールにお願いし

ます。必ず、件名に学年(中高)、生徒氏名、保護者氏名を記入してください。 

【メールアドレス】 kinkyu@aitokugakuen-h.ed.jp 

 

☆ お車で生徒を学校付近で下車される場合は、サンライズ通り側ではなく、安全の

ため修道院南側で下車するようにお願い致します。 

 

☆ 今年の夏も猛暑の日々が続きます。熱中症、感染症の対策、水の事故や交通事故な

どに気をつけ、安全に過ごせるよう､ご家庭でもご指導よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


